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文責 今野敏行

夢に向かって

翔ばたいて
は

「磨き・高め・支え」

☆４月５日（水）新年度がスタートしました。新しい先生
をお迎えする新任式・前期始業式が行われました。新任式
では，伊藤 誠(いとう まこと)先生をお迎えして，生徒代
表で３年生：後松 凜(うしろまつ りん)さんから歓迎のあ
いさつがありました。始業式では，３年生：池田雅史(いけ

だ まさし)さん，２年生：渡邉尊稀(わたなべ たつき)さんから新年度にあたっての抱負につ
いて発表がありました。二人とも進級したことで先輩としての自覚，様々な活動に高い目標
を掲げ，意欲的に頑張るといった力強い発表をしてくれました。

平成２９年度 豊成中職員 よろしくお願いします

今野 敏行（校 長） 保体 大仙市太田町
藤原 修悦（教 頭） 数学 大仙市長野
佐藤 盛正（主 査） 大仙市藤木
坂本 晋平（教務主任） 理科 大仙市花館
澁江 正子（養護教諭） 大仙市四ツ屋
若畑 康子（３年主任） 音楽 吹奏楽部 横手市睦成
湯野澤兄一（３Ａ担任） 保体 野球部 大仙市太田町
杉山 真澄（３年副担） 英語 ｿﾌﾄﾃﾆｽ部 大仙市藤木
金 篤志（２年主任） 技術 卓球部 大仙市大花町
今野有希子（２Ａ担任） 国家 吹奏楽部 大仙市神宮寺
小野由紀子（Ｃ組担任） 社会 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部 大仙市福田町
田中 武晴（１年主任） 美術 ｿﾌﾄﾃﾆｽ部 大仙市大曲
小松 真人（１Ａ担任） 数学 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部 大仙市大曲
伊藤 誠（Ｂ組担任） 理科 野球部 大仙市大曲
髙橋 忠良（用 務 員） 大仙市太田町
木元千代美（校 務 員） 大仙市下鶯野

＊村田 文子（専 門 監） 美郷町六郷
＊ｽﾃｲｼｰ･ﾐﾗｰ （Ａ Ｌ Ｔ） 大仙市長野
＊藤原 智美（相 談 員） 大仙市鑓見内

☆新任の先生
名前

伊藤 誠 いとう まこと

住所

大仙市大曲福住町

前任校

太田中学校
教科

理科
趣味

写真，音楽

今の気持ち

素晴らしい学校で勤
務できるという嬉しい気
持ちです。素晴らしい生
徒，環境とともに自分に
できることを精一杯出し
ていきたいです。よろし
くお願いします。

始業式校長式辞

学校の周りの雪もすっかり消え、気象予報では、桜の開花予報も聞かれてくるなど、春らしさが一層感じられるようになってきました。平成２９年度を迎え、
今日から前期が始まりました。２年生、３年生の皆さん進級おめでとうございます。
ここから皆さんを見ていると、一人一人の表情や態度からは、頼もしさが伝わってきます。新年度に当たり、「よし、頑張るぞ」という「意識」や「決意」をしっ
かり持っているからだと思います。
いよいよ、明日は入学式です。１６名の新入生が皆さんの仲間となります。入学式の準備をしっかり行い、そして入学式では校歌を心を込めて、声高らか
に歌い上げ、2年生、3年生の歓迎の心を示してほしいと思います。そして、信頼される先輩として、中学校生活について優しく親切に教えて、１年生が安心
して中学校に通えるように導いてください。
新年度のスタートにあたり皆さんに三つのことについてお話します。
一つ目は、「高い目標を掲げて、具体的な計画を立て、粘り強く取り組んでほしい」です。皆さんは未来に向かって無限の可能性を持っています。しかし、
挑戦しなければせっかくのその可能性も開花しないで終わってしまいます。人間は、一生のうちに何度か、その後の人生を大きく左右するような岐路に立たさ
れる場合があります。３年生はもう半年もすれば進路決定について真剣に考えなければならない時期になります。部活動では６月・７月には中学校総体や
コンクールがあります。まさに、その岐路に立っているわけであります。「今ここで頑張らずに、いつ頑張る」という時期なのです。
２年生ですが、中学校３年間で一番大事な時期だと思います。１年間の中学校生活を経験し、一人ひとり自分の課題や鍛えるべき点も明らかになってき
ていると思います。その解決に努めるとともに、自分の将来に向けた可能性を広げ、探ることができます。時間的にも余裕を持って取り組むことができるので大
きな飛躍が期待できる大切な時期です。どうか３年生も２年生も目標達成に向かう途中で、厳しくつらいこともあると思いますが、そこから逃げないで果敢に
チャレンジしてほしいと思います。
二つ目は、よい友達をたくさん作り、友情の輪を広げていってほしいです。「真の友情は楽しみを倍にし、悲しみを半分にする」という言葉があります。ただ遊
びだけや調子を合わせているだけの友達は本当の友達にはなれません。真剣に努力しあう人と人の間にこそ真の友情が生まれます。学校生活や部活動に
おける大会、交流活動の場はよい友達を作り、切磋琢磨する場でもあるのです。
三つ目は、思いやりのある言葉、優しい言葉を大切にしてほしいです。東日本大震災から６年がたちました。昨年に訪問した石巻への交流活動を通し、

私たちは多くのことを学びました。その一つが「思いやり」「絆」「助け合い」といった人間同士の優しさだと思います。これからの１年間、様々な困難の場面が
あると思いますが、力を合わせて協力し、乗り越えて、笑顔あふれる明るい学級を作ってほしいです。

終わりになりますが、楽しいと思って毎日登校できる学校を創るのは、先生たちと生徒のみなさんです。笑顔のある生徒、笑顔のある先生、笑顔のある学
校、「笑顔を一つに」みんながつながる豊成中にしていきましょう。学習や部活動、生徒会活動など、めざましい躍進が遂げられるよう、生徒の皆さんと先生

たちが一丸となってがんばっていきましょう


